
利根川・神流川の河川礫調査



１ はじめに

⑴ 調査概要

利根川ならびにその支流である神流川の河川礫を採取

し 礫の形態と礫種の構成を分析した 採取地点は 利根

川上流域のみなかみ町大穴から中流域の太田市徳川町まで

の９ヶ所 神流川上流域の上野村楢原から支流の三波川を

含め 合流付近の藤岡市根岸までの４ヶ所である

⑵ 経緯と目的

当館には 旧群馬県立自然科学資料館より移管された河

川礫資料が27点ある 群馬県内の10河川27ヶ所で採取した

河川礫で 利根川は10点 神流川は８点である １ヶ所で

採取された礫数は約30～80個であり 採取地点が正確に特

定できるものは数点である また 礫の形態や礫種の分析

はされておらず 採取年月日も不明である

そこで 以下に示した目的で河川礫を採取し 分析する

ことにした

○ 利根川とその支流の神流川の河川礫を 統計処理が可

能な数量を定められた手法を用いて採取し資料として

残すとともに礫の形態と礫種の分析を行う

○ 移管された河川礫と採取した河川礫 また将来採取す

る河川礫との比較を可能にすることで 調査河川での

礫形態 礫種の変化を明らかにする基礎資料とする

⑶ 調査河川の選定

今後の経年変化を調査していくことを考慮し 移管され

た河川礫の主な採取河川である利根川と神流川を調査河川

とした 礫の調査地点は 移管された河川礫で採取地が特

定できた場所 本流へ流れ込む大きな支流の位置 再採取

が容易であること 表層で200個以上の礫が採取可能であ

ることを考慮して選定した

２ 調 査

⑴ 調査地点

調査地の概略を図１に 調査地の詳細を図２に示す

⑵ 礫採取日と調査者

礫採取日 調査者および詳細について表１に示す

図１ 調査地概略図 １：みなかみ町大穴 ２：みなかみ町真庭 ３：沼田市薄根町
４：渋川市赤城町津久田 ５：渋川市中村 ６：前橋市岩神町
７：玉村町上福島 ８：伊勢崎市長沼町 ９：太田市徳川町 10：上野村楢原
11：神流町生利 12：藤岡市鬼石町下三波川 13：藤岡市根岸
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図２ 調査地詳細図 国土地理院２万５千分１地形図（水上 沼田 鯉沢 渋川 前橋
高崎 伊勢崎 深谷 浜平 万場 鬼石 藤岡）を使用した
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⑶ 調査方法

ａ 礫の採取

調査地点は 水面との高度差が少なく水が流れていない

低水敷とし 河道から数ⅿ以内とした 調査方法は 河道

と平行になるように１㎡の枠をつくり その中で表面に露

表１ 調査地と調査者 表中の№は図１ 図２の番号に対応する

河
川
名

№ 調査地 礫採取日 調査者 緯度・経度 詳 細 位 置

１ みなかみ町大穴 2006/８/３
野 村 正 弘
三 田 照 芳

北緯 36度47分25秒
東経138度58分51秒

右岸
排水パイプよりＮ30°Ｅ 32.4ⅿ
右岸下流側巨礫よりＮ60°Ｗ 55.7ⅿ

２ みなかみ町真庭 2006/８/３
野 村 正 弘
三 田 照 芳

北緯 36度40分１秒
東経139度０分17秒

左岸
新月夜野大橋中州橋脚よりＮ58Ｗ
対岸取水口よりＮ５°Ｗ
オーパイ関東工場南端よりＮ89°Ｅ

３ 沼田市薄根町 2006/12/13
野 村 正 弘
三 田 照 芳

北緯 36度38分23秒
東経139度１分39秒

左岸
旧温泉施設側電柱よりＮ36°Ｅ 36.7ⅿ
ダム放水警告看板よりＮ28°Ｗ
地蔵橋中央橋脚よりＮ40°Ｗ

４
渋川市赤城町
津 久 田

2006/12/13
野 村 正 弘
三 田 照 芳

北緯 36度34分５秒
東経139度２分30秒

左岸
農道左端の木よりＮ70Ｗ 40.9ⅿ
対岸上流側巨木よりＮ14Ｅ
対岸下流側巨木よりＮ40Ｅ

利

根

川

５ 渋 川 市 中 村 2007/８/３ 三 田 照 芳
北緯 36度28分51秒
東経139度１分26秒

右岸
高速橋脚左岸奥よりＮ30°Ｅ
高速橋脚右岸よりＮ40°Ｗ
発電所煙突よりＮ42°Ｗ

６ 前橋市岩神町 2007/８/３ 三 田 照 芳
北緯 36度23分46秒
東経139度３分20秒

左岸
グリーンドーム西端よりＮ35°Ｅ
県庁舎よりＮ35°Ｗ

７ 玉村町上福島 2007/８/３ 三 田 照 芳
北緯 36度18分48秒
東経139度７分３秒

左岸
農道よりＮ２°Ｗ
福島橋中央橋脚よりＮ87°Ｅ
右岸赤色警戒水位計よりＮ43゚ Ｗ

８ 伊勢崎市長沼町 2007/８/７ 三 田 照 芳
北緯 36度15分25秒
東経139度12分59秒

左岸
鉄塔先端よりＮ40゚ Ｗ
鉄塔先端よりＮ36°Ｅ
本庄一高体育館２階窓よりＮ36゚ Ｅ

９ 太田市徳川町 2007/８/７ 三 田 照 芳
北緯 36度14分55秒
東経139度16分31秒

右岸
上武大橋右岸端橋脚よりＮ28°Ｗ
上部大橋第５橋脚(右岸側から)よりＮ83゚
Ｅ

10 上 野 村 楢 原 2005/８/11
野 村 正 弘
三 田 照 芳

北緯 36度４分24秒
東経138度42分24秒

右岸
神行橋左岸脚下流端より
Ｎ65°Ｗ 7.22ⅿ

11 神 流 町 生 利 2006/６/６
野 村 正 弘
三 田 照 芳

北緯 36度７分０秒
東経138度55分45秒

左岸
巨礫よりＮ86°Ｗ 10.75ⅿ
巨礫よりＮ12゚ Ｗ 5.95ⅿ

神

流

川
12

藤岡市鬼石町
下 三 波 川

2006/５/31
野 村 正 弘
三 田 照 芳

北緯 36度９分20秒
東経139度２分35秒

右岸
右岸側上流の杉より7.6ⅿ
左岸側下流の杉より8.7ⅿ

13 藤 岡 市 根 岸 2006/６/６
野 村 正 弘
三 田 照 芳

北緯 36度６分54秒
東経138度55分37秒

左岸
堤防礫右よりＮ23°Ｅ 20.5ⅿ
堤防礫右よりＮ52゚ Ｅ 28.2ⅿ

出している礫にマーキングし大きい順に採取した 採取す

る礫数は １地点で200個を超えるようにした

なお 同地点で再調査が可能になるよう、付近の建造物

等で流動しないと考えられるものを基準とした方位や距離

を計測した

図３ 礫を採取するための１㎡枠 図４ 目印からの距離と方位の計測
調査場所（神流川［11神流町生利］）
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ｂ 礫の分析

採取した礫の質量 体積 形状 球形度 円磨度の測定

と礫種の同定を行った 分析は公文・立石(1998)の方法を

用いた 具体的には 礫の形状は礫中に互いに直行し合う

３つの軸を測定することで分類した 球形度は球形度印象

図(Rittenhouse, 1943)との比較から求め 円磨度は円磨

度印象図(Krumbein, 1941)との比較から求めた 礫種は

組織と鉱物のルーペ観察による肉眼鑑定で決定した

３ 結果と考察

礫の分析は 利根川３ヶ所(沼田市薄根町 前橋市岩神

町 伊勢崎市長沼町)と神流川２ヶ所(上野村楢
なら
原
はら

神流町

生
しょう

利
り
の計５ヶ所の河川礫を行った ただし 神流町生利

の礫種同定は行っていない 図５～８に分析した礫の産状

を示す 神流町生利の産状は図３ ４に示した

⑴ 礫の形状

礫の形状分類は Zingg(1935)の方法を用いた この方

法は 礫中の長径(ａ軸)と中間径(ｂ軸)の比(b/a) 及び

中間径と短径(ｃ軸)の比(c/b)をもとに 礫の形状を球状

(b/a＞2/3and c/b＞2/3) 円盤状(b/a＞2/3and c/b＜

2/3) 棒状(b/a＜2/3and c/b＞2/3) 小判状(b/a＜2/3

and c/b＜2/3)に分類するものである 球や円盤と表記さ

れているが礫の形状は円磨と関係なく たとえば立方体に

近ければ球状と分類される

利根川の上流域である「３ 沼田市薄根町」と中流域であ

る「６ 前橋市岩神町」の礫の形状割合は 流域の相違や大

きな支流の合流の有無に関係なく優位差が認められない

しかし 下流の「８ 伊勢崎市長沼町」になると球状の礫の

割合が6.5％減少し 円盤状が3.8％ 小判状が2.0％上昇

している また 神流川では上流の「10上野村楢原」と下

図６ 利根川（６ 前橋市岩神町）の河川礫産状

図７ 利根川（８ 伊勢崎市長沼町）の河川礫産状

図５ 利根川（３ 沼田市薄根町）の河川礫産状

図８ 神流川（10上野村楢原）の河川礫産状
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流の「11神流町生利」の礫の形状割合は ほぼ同じであり

これも優位差が認められない

一般に下流に向かうほど球状の礫が増加すると考えられ

ているが 本調査地の「６ 前橋市岩神町」「８ 伊勢崎市長

沼町」間では これに反している また 神流川の「10上

野村楢原」「11神流町生利」間も同様である この原因と

して 支流から形状割合の異なる礫が流入したことが考え

られる この間で利根川に合流している支流は鳥川であ

り 支流に神流川水系 鏑川水系 碓氷川水系を持ってい

⑵ 礫の円磨度

Krumbein(1941)が示した円磨度印象図は 0.1～0.9ま

での９段階に分けられ Pettijohn(1975)はこれを角礫

亜角礫 亜円礫 円礫 超円礫の５段階に分ける際の境界

る とくに神流川水系と鏑川水系の一部は古生代から中生

代に形成された堆積岩類や変成岩類が分布しているため

(群馬県地質図製作委員会 1999) この影響が出たと考え

られる また 神流川は「12藤岡市鬼石町」付近より上流

域は 険しい渓谷が広がり 地質も多様である(群馬県地

質図製作委員会 1999) そのため 下流側である「11神

流町生利」は 本流に加え支流からも礫の供給を受けるた

め 形状割合に顕著な差が見られなかったと考える

地を示している その境界地は 角礫が０-0.15 亜角礫

が0.15-0.25 亜円礫が0.25-0.40 円礫が0.40-0.60 超

円礫が0.60-1.00である 円磨度の測定結果を図10に示

す

図９ 礫の形状割合 Zingg(1935)による分類方法 球状(b/a＞2/3and c/b＞2/3)
円盤状(b/a＞2/3and c/b＜2/3) 棒状(b/a＜2/3and c/b＞2/3)
小判状(b/a＜2/3and c/b＜2/3)

図10 円磨度 円磨度印象図（Krumbein 1941）との比較による
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利根川の３地点では 下流へ向けて円磨度が上昇すると

いう一般的な傾向が認められる 「５ 渋川市中村」付近か

ら下流は関東平野にあたり 支流も河川勾配が緩やかとな

り円磨度の低い礫が本流に加わりにくくいと考えられる

円磨度が上昇する傾向は 流水の運搬作用により礫が摩耗

していくことを分かりやすく示している

神流川の２地点を比較すると 下流である「11神流町生

利」の礫は 円磨が進んでいるものが増加している一方

円磨が進んでいないものも増加している 円磨度が高い礫

は本流からのものと考えられ 円磨度の低い礫は支流から

流入したものの可能性が高い

⑶ 礫種構成

礫の分析は 利根川３ヶ所(沼田市薄根町 前橋市岩神

町 伊勢崎市長沼町)と神流川１ヶ所(上野村楢原)の計

４ヶ所である 図11にその結果を示す 図中のその他に分

類した礫は 結晶片岩 斑 岩 蛇紋岩 礫岩 石灰岩な

ど個数が少ないものや変質度が高く礫種が同定できないも

のである また 分析した礫にはコンクリートなどの人工

物は含まれていなかった

礫種は 調査地より上流の水系に分布する地質を反映し

ている 利根川水系と神流川水系を比較すると 利根川水

系は安山岩を主体とする火山岩類の組成比が顕著に異なっ

ている これは 利根川水系では 神流川水系を除く片品

川水系 吾妻川水系 鳥川水系とも集水域に安山岩からな

る地質が広く分布しているのに対し 神流川水系は安山岩

体からなる山が分布していないためである(群馬県地質図

製作委員会 1999)

８ 伊勢崎市長沼町」でチャートをはじめ堆積岩類が急

増しているが これは本地点上流で 鳥川が合流したこと

によるものである 鳥川の支流である神流川水系は中生代

以前の付加体である堆積岩類や変成岩類が分布しており

(群馬県地質図製作委員会 1999) これが反映したためで

ある また 鳥川の支流である鏑川の河川礫もチャートを

含む堆積岩の構成比が高く(下仁田自然学校鏑川の石図鑑

編集委員会 2005) 組成変化に関わっている

４ おわりに

⑴ 今後の課題

本調査は 利根川本流の９ヶ所と神流川水系の４ヶ所の

河川礫の採取を行ったが 調査対象がわずか２河川のみで

あり 渡瀬川水系 片品川水系 吾妻川水系 烏川水系な

ど県内の主な河川での調査がされていない 総合的に河川

の状態を判断するためにはこれらの水系から礫を採取し

分析する必要がある また ダムや堤防等の人工物ができ

ることで河川の状態が変化することが予想されるため 経

年変化を調べる必要もある

⑵ 地学的素材として教材化

小中学校の地学領域の学習においては 野外で地学的事

象を探究させる学習の必要性が指摘されていることから

（下野 1998） 河川礫を教材化する際の留意点を以下に

示す

○ 礫の形状分類を学習に用いる場合 本流だけでなく

支流やその水系の地形や地質を考慮して取り扱う必

要がある

図11 重量百分率で表した礫種組成
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○ 円磨度を学習に用いる場合 数カ所の河川礫を採取

し比較するだけで流水の運搬作用を容易に追究でき

る教材となる 更に 河川によっては 支流から流

入したと考えられる円摩度の高い礫が混入すること

があり 水系の地形と運搬作用との関連を追究する

うえで探究的な題材となる

○ 礫種構成を教材とする場合 礫の同定が困難となり

扱いにくいが 安山岩やチャートなど同定が容易な

礫を選定し調査させることで 地質と河川礫の関係

を科学的に探究させる題材となる また 指導者が

活用できる文献として 以下のものが参考となる

○ 「地学ハンドブックシリーズ17かぶら川の石図鑑

―川原の石の生いたちをたずねて―」下仁田自然学

校鏑川の石図鑑編集委員会編著（2005）

○ 「川原の石ころ図鑑」渡辺一夫著（2004）

○ 「海辺の石ころ図鑑」渡辺一夫著（2005）
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